
令
和
６
年

春
季
俳
句
講
座

「第
一
句
集
を
読
む
ー
師
系
を
超
え
て
（７
）」

★

第
２
回

髙
田

正
子

『お
り
い
ぶ
』
飴
山

實

「孤
絶
の
わ
ざ
へ
向
か
っ
て
」

の
ち
に
仙
境
と
も
呼
べ
そ
う
な
抒
情
世
界
を
作
り
上
げ

た
實
の
出
発
点
は
社
会
性
俳
句
で
あ
っ
た
。
欣
一
に
兄
事

し
、
兜
太
と
交
友
を
深
め
、
自
己
発
見
へ
の
道
を
模
索
す
る

若
き
實
の
作
品
を
読
み
解
こ
う
。

動
画
配
信
日
時

４
月
23
日(

火)

10
時
よ
り



髙
田
正
子
略
歴

１
９
５
９
年

岐
阜
市
生
ま
れ

１
９
９
０
年

「藍
生
」（黒
田
杏
子
主
宰
）創
刊
と
同
時
に
入
会

１
９
９
４
年

第
１
句
集
『玩
具
』（牧
羊
社
）

２
０
０
５
年

第
２
句
集
『花
実
』（ふ
ら
ん
す
堂
／
俳
人
協
会
新
人
賞
）

２
０
１
０
年

『子
ど
も
の
一
句
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

２
０
１
４
年

第
３
句
集
『青
麗
』（角
川
書
店
／
星
野
立
子
賞
）

２
０
１
８
年

『自
註
現
代
俳
句
シ
リ
ー
ズ

髙
田
正
子
集
』（俳
人
協
会
）

２
０
２
２
年
８
月

『黒
田
杏
子
の
俳
句
』（深
夜
叢
書
社
）

２
０
２
３
年
３
月

師
・黒
田
杏
子
永
眠

４
月

エ
ッ
セ
イ
集
『日
々
季
語
日
和
』（コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
）

６
月

編
著
『黒
田
杏
子
俳
句
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１

螢
』（同
）

８
月

師
の
最
終
句
集
『八
月
』（角
川
書
店
）編
集
刊
行

11
月

編
著
『黒
田
杏
子
俳
句
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２

月
』

２
０
２
４
年
１
月

「青
麗
」創
刊
主
宰

３
月

編
著
『黒
田
杏
子
俳
句
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
３

雛
』

『同
４

櫻
』

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
評
議
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
季
語
と
歳
時
記
の
会

理
事

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
会
員

中
日
新
聞
俳
壇
選
者

田
中
裕
明
賞
選
者

俳
句
甲
子
園
審
査
員
長
ほ
か



飴
山
實
（１
９
２
６
～
２
０
０
０
）
略
歴
～
第
二
句
集
『少
長
集
』ま
で

昭
和
元
年

石
川
県
小
松
市
生
ま
れ

生
家
は
醤
油
醸
造
業

昭
和
19
年

第
四
高
等
学
校
（現
・金
沢
大
学
）理
科
甲
類
入
学

昭
和
21
年

「風
」（沢
木
欣
一
）創
刊

第
３
号
の
雑
詠
欄
に
初
登
場

昭
和
22
年

京
都
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

発
酵
醸
造
学
専
攻

「寒
雷
」の
学
生
た
ち
と
交
流

昭
和
23
年

「楕
円
率
」創
刊

昭
和
25
年

浪
速
大
学
（現
・大
阪
府
立
大
学
）助
手

26
年
か
ら
５
年
ほ
ど
俳
句
か
ら
遠
ざ
か
る

静
岡
大
学
（
30
年
）山
口
大
学
（44
年
）

関
西
大
学
工
学
部
生
物
工
学
科
（平
成
２
年
）

昭
和
29
年

再
び
「風
」に
投
句

同
人
（31
年
）

昭
和
34
年

『お
り
い
ぶ
』刊
行
（風
発
行
所
）

昭
和
36
年

芝
不
器
男
を
調
べ
始
め
る

昭
和
37
年

こ
の
こ
ろ
か
ら
作
風
変
化

７
月
よ
り
「俳
句
」に
「芝
不
器
男
伝
」連
載

昭
和
42
年
３
月
～
43
年
９
月

ア
メ
リ
カ
へ
留
学

昭
和
45
年

『芝
不
器
男
伝
』『定
本
芝
不
器
男
句
集
』刊
行
（昭
森
社
）

昭
和
46
年

『少
長
集
』刊
行
（自
然
社
）



『
飴
山
實
全
句
集
』
（
２
０
０
３
年
刊
）

年
譜
よ
り
抜
粋

平
成
六
年



飴
山
實
『
お
り
い
ぶ
』
抄

①
現
代
俳
句
全
集
五
（
立
風
書
房
１
９
７
８
年
刊
）
３
４
句
／
３
８
１

秋
山
の
ぬ
く
さ
し
づ
け
さ
背
を
つ
た
ふ

掌
に
よ
し
き
り
の
卵
の
せ
て
来
ぬ

熱
の
か
ら
だ
は
ど
こ
も
脈
う
つ
青
林
檎

鵙
の
巷
二
人
の
盲
腕
で
寄
り

冬
月
と
菜
屑
う
か
べ
て
川
せ
か
れ

野
葡
萄
へ
汽
笛
鳴
ら
し
て
帰
り
け
り

水
仙
や
カ
ン
テ
ラ
に
似
て
灯
は
と
も
り

蹄
鉄
屋
朝
の
火
花
を
葵
ま
で

梅
の
下
駅
夫
煤
け
て
写
し
あ
ふ

基
地
で
無
数
の
春
泥
の
畦
ぶ
ち
切
ら
れ

椋
鳥
あ
ふ
れ
ゆ
き
保
線
夫
ら
ま
た
残
る

気
球
よ
り
没
り
日
が
赤
し
心
中
次
ぐ

梅
固
し
女
工
米
と
ぐ
夜
更
け
て
は

受
験
生
肩
に
雲
脂
積
み
空
に
飛
機

ガ
ス
タ
ン
ク
が
ス
ト
告
げ
海
か
け
て
花
曇
り

花
吹
雪
寸
鉄
帯
び
ず
父
と
な
る

花
林
檎
貧
し
き
旅
の
教
師
た
ち

藤
棚
へ
老
土
工
毬
投
げ
か
へ
す

夜
目
に
白
き
畦
の
石
灰
海
鳴
り
を
り

授
乳
後
の
胸
拭
き
て
を
り
麦
青
し

藁
屋
よ
り
蝶
出
て
広
き
塩
害
地

襁
褓
の
隙
空
母
仮
泊
の
暑
い
海

菖
蒲
湯
の
底
ま
で
夕
日
子
と
沈
む

吊
橋
に
夫
婦
が
揺
れ
て
ゐ
る
旱
り

妻
病
み
し
曇
日
の
子
に
蜆
蝶

灰
青
色
の
海
へ
桃
投
げ
て
は
泳
ぐ

吊
橋
に
夫
婦
が
揺
れ
て
ゐ
る
旱
り

送
電
塔
田
を
抜
き
屋
根
裏
の
中
学
生

赤
ン
坊
を
尻
か
ら
浸
す
海
旱
り

陶
土
工
蜩
な
け
ば
胸
を
掻
く

茄
子
の
紺
緊
り
野
良
着
の
中
学
生

冬
の
瀧
腋
の
ラ
ヂ
オ
に
笑
ひ
声

寒
流
や
能
登
は
北
か
ら
灯
り
だ
す

温
泉
へ
ゆ
く
百
姓
に
霰
さ
わ
ぐ



②
現
代
俳
句
の
鑑
賞
１
０
１
（
新
書
館
２
０
０
１
年
刊
）

【
参
照
】
飴
山
實
全
句
集
（
花
神
社
２
０
０
３
年
刊
）



☆
自
作
ノ
ー
ト
（
現
代
俳
句
全
集
五
）



飴
山
實
の
思
考
の
過
程
『
お
り
い
ぶ
』
か
ら
『
少
長
集
』
へ

◇
１
９
５
６
の
俳
壇

「
楕
円
率
」
昭
和
31
年
12
月

（
新
し
い
精
神
が
新
し
い
詩
法
を
要
求
す
る
、
そ
う
し
た
考
え
方
で

現
代
俳
句
が
今
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
か
。
定
型
・
リ
ズ

ム
・
季
語
を
不
問
の
も
の
と
せ
ず
、
考
え
て
い
く
べ
き
）

あ
く
ま
で
も
伝
統
を
生
か
し
て
継
承
す
る
た
め
に
伝
統
詩
法

の
機
能
を
今
日
の
精
神
で
解
明
し
た
り
、
不
足
な
も
の
を
備

え
る
こ
と
が
ぼ
く
ら
の
仕
事
。

◇
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

定
型
試
論
ノ
ー
ト

「
風
」
昭
和
32
年
8
月

定
型
を
も
っ
と
精
密
に
分
析
し
、
未
知
の
強
靭
な
本
質
を
探

り
出
す
。

◇
現
代
俳
句
の
汚
れ

「
雲
母
」
昭
和
34
年
4
月

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
」
を
指
摘

い
た
ず
ら
に
新
を
追
う
前
に
デ
ッ
サ
ン
や
語
法
語
感
に
息
を

ひ
そ
め
る
こ
と
も
必
要
。

伝
統
と
は
俳
句
の
そ
の
も
の
に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方
法
で

あ
る
。

◇
新
し
い
抒
情
に
つ
い
て

「
馬
酔
木
」
昭
和
35
年
9
月

作
者
の
内
面
が
新
し
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
並
行
し
て
抒
情

が
新
し
く
な
っ
て
い
く
と
は
い
え
な
い
。
表
現
の
技
法
が

伴
っ
て
新
し
く
な
ら
な
け
れ
ば
。



飴
山
實
『
お
り
い
ぶ
』
を
読
む

編
年
体
／
現
代
仮
名
遣
い
／
３
８
１
句

終
戦
、
勤
労
動
員
よ
り
帰
り
正
常
の
二
学
期
は
じ
ま
る

秋
山
の
ぬ
く
さ
し
づ
け
さ
背
を
つ
た
う

掌
に
よ
し
き
り
の
卵
の
せ
て
来
ぬ

金
沢
千
日
町
に
下
宿

汗
臭
き
シ
ャ
ツ
に
秋
風
四
方
よ
り
す

学
制
改
革
の
声
を
聞
き
つ
つ
四
高
卒
業

机
椅
子
鉄
色
を
し
て
か
じ
か
め
り

結
婚

三
句

野
葡
萄
へ
汽
笛
鳴
ら
し
て
帰
り
け
り

妻
と
な
る
娘
野
葡
萄
実
る
ら
し

小
さ
き
町
に
コ
ス
モ
ス
溢
れ
鳴
る
汽
笛

基
地
で
無
数
の
春
泥
の
畦
ぶ
ち
切
ら
れ

気
球
よ
り
没
り
日
が
赤
し
心
中
次
ぐ

長
子
誕
生

花
吹
雪
寸
鉄
帯
び
ず
父
と
な
る

菖
蒲
湯
の
底
ま
で
夕
日
子
と
沈
む

吊
橋
に
夫
婦
が
揺
れ
て
ゐ
る
旱
り

赤
ン
坊
を
尻
か
ら
浸
す
海
旱
り

寒
流
や
能
登
は
北
か
ら
霰
さ
わ
ぐ

甘
美
な
抒
情
と
、
現
実
直
視
と
、
虚
無
的
な
心
象
と
。
そ
れ
ら

の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
不
安
定
き
わ
ま
る
十
五
年
間
の

詩
屑
を
す
て
る
べ
く
、
『
お
り
い
ぶ
』
を
つ
く
っ
た
。
自
分
の

詩
の
原
点
を
や
み
く
も
に
さ
ぐ
る
こ
と
で
精
一
杯
の
年
月
で

あ
っ
た
。



【
付
録
】

『
少
長
集
』
（
１
９
７
１
年
自
然
社
）

冬
始
ま
り
の
四
季
順
／
旧
仮
名
遣
い
／
１
１
９
句

小
鳥
死
に
枯
野
よ
く
透
く
籠
の
こ
る

う
つ
く
し
き
あ
ぎ
と
と
あ
へ
り
能
登
時
雨

釘
箱
か
ら
夕
が
ほ
の
種
出
し
て
く
る

花
の
芯
す
で
に
苺
の
か
た
ち
な
す

金
魚
屋
の
と
ゞ
ま
る
と
こ
ろ
濡
れ
に
け
り

飯
粒
の
こ
ぼ
る
ゝ
こ
と
や
大
暑
の
子

手
に
の
せ
て
火
だ
ね
の
ご
と
し
一
位
の
実

『
辛
酉
小
雪
』
（
１
９
８
１
年
卯
辰
山
文
庫
）

『
次
の
花
』

（
１
９
８
９
年
角
川
書
店
）

『
花
浴
び
』

（
１
９
９
５
年
角
川
書
店
）
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